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江
原
素
六
は
、
欧
米
視
察
か
ら
帰
国
後
、
明
治
四
年

（
一
八
七

一
）

一
二
月
二
六
日

（五
年
二
月

一
五
日
説
も
あ
り
、
ま
た
後
述
す
る
ご

と
く
五
年
六
月
時
点
で
は
ま
だ
結
婚
し
て
い
な
か

っ
た
よ
う
に
記
す

史
料
も
あ
る
）
、
東
京
で
川
村
縫
子
と
結
婚
し
た
。
縫
子
の
父
川
村
順

次
郎

（
一
八

一
八
～
九
五
）
は
、
初
代
新
潟
奉
行
を
つ
と
め
た
旗
本

川
村
修
就

（対
馬
守
）
の
長
男
だ

っ
た
。
順
次
郎
は
足
が
不
自
由
だ

っ

た
の
で
家
督
を
継
が
ず
、
修
就
の
後
継
者
は
次
男
の
帰
元
だ

っ
た
。

帰
元
の
息
子
が
洋
画
家
に
な

っ
た
清
雄
で
あ
り
、
縫
子
と
は
従
姉
弟

の
間
柄
と
な
る
。

近
年
、
そ
の
川
村
清
雄
家
に
残
さ
れ
た
資
料
か
ら
、
縫
子
に
と

っ

て
江
原
素
六
は
再
婚
相
手
で
あ

っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
叔
父
帰
元

の
養
女
と
し
て
、
慶
応
三
年

（
一
八
六
七
）

一
一
月
に
最
初
に
嫁

い

だ
の
は
、
幕
府
の
奥
詰
銃
隊
に
属
し
、
フ
ラ
ン
ス
陸
軍
伝
習
に
参
加

し
た
加
藤
賢
次
郎

（当
時
二

一
歳
）
と
い
う
人
物
で
あ

っ
た
。
し
か

し
、
翌
年
四
月
二
三
日
、
江
戸
開
城
後
に
大
鳥
圭
介
ら
が
率

い
る
脱

走
軍
に
加
わ

っ
た
賢
次
郎
は
、
下
野
国
で
戦
死
し
て
し
ま

っ
た
の
で

あ
る
。
未
亡
人
と
な

っ
た
縫
子
は
、
加
藤
家
の
人
々

（姑
と
賢
次
郎

の
嗣
子
元
吉
）
と
と
も
に
沼
津
に
移
住
し
、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）

六
月
時
点
で
は
静
岡
県
第
十
四
区

（沼
津
）
。
二
二
五
番
屋
敷
の
万
年

太
郎
方
に
同
居
し
て
い
た
。
そ
こ
で
川
村
家
側
で
は
、
縫
子
を
再
縁

さ
せ
る
べ
く
加
藤
家
か
ら
離
縁
の
手
続
き
を
と

っ
た
。
賢
次
郎
を
失

っ

た
加
藤
家
で
は
、
養
子
と
し
て
元
吉
を
迎
え
、
明
治
三
年

（
一
八
七

〇
）

一
一
月
、
静
岡
藩
か
ら
家
名
相
続
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
賢
次

郎
が
下
野
で
戦
死
し
た
こ
と
は
、
明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）
四
月
に

な

っ
て
、
東
京
駿
河
台
の

「万
年
ノ
弟
」
方
に
止
宿
し
て
い
た
加
藤

家
の
隠
居
が
、
戦
地
か
ら
帰
還
し
た
賢
次
郎
の
戦
友
か
ら
聞
か
さ
れ
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大正7年 (1918)の 江原素六 0縫子夫妻
(『江原素六先生伝』所載)

万年千秋家の墓

(沼津市 。大中寺)
月
ヽ

て
知

っ
た
と
い
う
。
以
上
は
、
落
合
則
子

「明
治
後
期
に
お
け
る
川

村
清
雄
の
作
品
売
買
の
一
様
相
―
川
村
家
の
親
族
と
三
井
系
人
脈
の

関
係
に
み
る
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
の
実
態
―
」
（
『東
京
都
江
戸
東
京
博
物

館
紀
要
』
第

一
号
、
二
〇

一
一
年
）
に
よ
る
。

と
こ
ろ
で
、
維
新
後
江
原
素
六
が
移
住
し
た
沼
津
在
の
西
熊
堂
村

の
隣
、
東
沢
田
村
の
大
中
寺
に
明
治
十
年
代
に
建
て
ら
れ
た
あ
る
墓

石
が
存
在
す
る
。
無
縁
墓
が
集
め
ら
れ
た

一
画
に
あ
る
そ
の
墓
石
に

は
、
以
下
の
よ
う
な
碑
文
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

顕
正
院
殿
□
誉
□
□
□
□

襦
人
横
山
氏
墓
謁

襦
人
姓
横
山
氏
諄
鏡
故
幕
府
□
之
□
□

也
出
適
加
藤
景
孝
景
孝
□
□
□
□
□
□

為
□
世

一
男
三
女
男
□
□
□
□
□
幕
府

之
□
也
景
福
奮
然
謀
回
復
□
克
□
死
□

後
襦
人
迎
外
孫
元
吉
於
御
手
洗
氏
為
嗣

即
二
女
之
□
後
移
駿
沼
津
明
治
十
四
□

一
月
十

一
日
病
卒
享
年
六
十
□
□
□
□

大
中
寺
初
景
孝
□
□
□
在
墓
東
京
□
□

田
濡
人
就
寺
受
仏
□
□
□
□
□
□
□
□

命
分
髪
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□

□
□

□
□

□
□
□
□
□

□
□
□

□
□

□
□
□

□
□

□
□
□

□
□
□
□

□

夫
凡
貞
□
□
□
□
□
□
勝
其
難
□
□
□

其

□
□

□
□

□
□

□
□
□
□
□

□
□

□

婦
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

明
治
□
□
□
□
□
□
□
月
名
和
謙
次
□

表
面
が
劣
化
し
て
い
る
た
め
、
読
み
取
れ
な
い
部
分
が
多
い
が
、

幕
臣
横
山
家
に
生
ま
れ
、
加
藤
景
孝
の
妻
と
な
っ
た
鏡
と
い
う
女
性

の
墓
で
あ
る
こ
と
、
幕
府
の
回
復
を
謀

っ
た
息
子
景
福
が
死
亡
し
た

た
め
、
外
孫
で
あ
る
元
吉
を
御
手
洗
家
か
ら
養
子
に
迎
え
た
こ
と
、

鏡
は
移
住
し
た
沼
津
で
明
治

一
四
年

（
一
八
八

一
）

一
月
に
没
し
た

こ
と
な
ど
が
判
明
す
る
。
碑
文
の
選
者
は
、
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学

校
教
授
の
漢
学
者
名
和
謙
次
で
あ
る
。

■
ヽ
、
．

江
原
素
六
と
そ

縫
子
夫
入
の
周
辺
　
５４

の
先
夫

加
藤
賢
次
郎

´
ヽ



右
の
碑
文
の
内
容
か
ら
し
て
、
こ
の
加
藤
家
と
は
縫
子
が
嫁

い
だ

家
で
あ
り
、
景
福
と
は
賢
次
郎
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
後
述
す
る
加
藤
家
所
領
の
相
模
国
の
村
に
残
さ
れ
た
、
文
久
三

年

（
一
八
六
三
）
・
元
治
二
年

（
一
八
六
五
）
の
年
貢
皆
済
目
録
に

は
、
「加
賢
次
①
」
と
署
名

。
押
印
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
印
章
は

「景
福
」
と
読
め
る
の
で

（
『近
世
平
塚
の
領
主
た
ち
―
領
主
の
印
判

と
花
押
―
』
、　
一
九
八
三
年
、
平
塚
市
役
所
）
、
こ
の
こ
と
が
裏
付
け

ら
れ
る
。
ま
た
、
嘉
永
四
年

（
一
八
五

一
）
の
皆
済
目
録
に
は

「加

源
左
①
」
と
あ
り
、
印
章
は

「景
孝
」
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
景
孝

の
通
称
が
源
左
衛
門
で
あ

っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
加
藤
源
左
衛
門
は
、

将
軍
家
慶

・
家
定
の
代
、
嘉
永

・
安
政
の
頃
、
小
納
戸
を

つ
と
め
、

小
石
川
三
ノ
丸
跡
で
三
〇
〇
坪
の
屋
敷
を
構
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る

（
『柳
営
補
任
　
六
』
、
『諸
向
地
面
取
調
書

（
一
）
』
）
。

同
じ
大
中
寺
に
は
、
幕
府
陸
軍
の
砲
兵
士
官
か
ら
沼
津
兵
学
校
教

授
と
な

っ
た
万
年
千
秋

（鎮
太
郎

・
隠
岐
守
）
の
家
の
墓
石
も
残

っ

て
い
る
が
、
実
は
万
年
家
と
加
藤
家
と
は
姻
戚
で
あ

っ
た
。
す
な
わ

ち
、
千
秋
の
妻
藤
は
景
孝

。
鏡
を
父
母
と
す
る
、
加
藤
家
の
長
女
で

あ

っ
た

（樋
口
雄
彦

「沼
津
兵
学
校
関
係
人
物
履
歴
集
成
」
『沼
津
市

博
物
館
紀
要
』
２２
、　
一
九
九
八
年
）
。
縫
子
を
含
む
加
藤
家
の
人
々
が

同
居
し
て
い
た
沼
津
の
万
年
太
郎
方
と
は
、
千
秋
の
息
子
万
年
昭
明

の
こ
と
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
時

点
の

「沼
津
城
内
原
図
」
（当
館
蔵
）
に
は
、
沼
津
城
の
外
堀
の
西
北

角
に
面
し
た

一
六
〇
番
と
い
う
屋
敷
に

「加
藤
元
吉
」
の
名
前
が
記

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
九
年

（
一
八
七
六
）
の

「日
枝
神
社
氏
子
帳
」

で
は
、　
一
六
六
番
と
い
う
屋
敷
に

「加
藤
元
吉
」
「万
年
昭
明
」
が
、

そ
れ
ぞ
れ
家
族
人
数
二
名
、
四
名

（男
女
各
二
名
）
で
居
住
し
て
い

た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

東
京
駿
河
台
の

「万
年
ノ
弟
」
方
に
止
宿
し
て
い
た
隠
居
と
は
加

藤
景
孝
の
こ
と
で
あ
り
、
万
年
の
弟
と
は
幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
だ

っ

た
内
田
正
雄

（恒
次
郎
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

夫
の
死
亡
に
よ
り
加
藤
家
か
ら
離
縁
と
な

っ
た
縫
子
は
、
や
が
て

江
原
素
六
と
再
婚
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
加
藤
家
も

沼
津
に
移
住
し
て
い
た
こ
と
、
姻
戚
で
あ
る
万
年
家
当
主
が
沼
津
兵

旧幕府軍戦死者墓碑 (静岡市駿河区 。宝台院別院)

江原縫子の先夫加藤賢次郎の名が刻まれている。

加藤景孝著『茶説集成』 (当館蔵)

1874年、沼津擁万堂刊。製茶に関する解説書。

学
校
に
在
職
し
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
ご
く
近
い
存
在
と
し
て
江

原
が
結
婚
相
手
の
候
補
に
浮
上
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
縫
子
は
江

原
と
の
間
に
四
男
三
女
を
も
う
け
、
昭
和

一
〇
年

（
一
九
二
五
）
八

五
歳
で
没
し
た
。

慶
応
四
年
四
月

一
九
日
に
宇
都
宮
で
戦
死
し
た
旧
幕
臣
に
伝
習
第

一
大
隊
差
図
役

「加
藤
鎌
二
郎
」
な
る
人
物
が
い
る

（
『幕
末
維
新
全

殉
難
者
名
鑑
』
第
四
巻
）
。
ま
た
、
同
年
四
月
二
三
日
、
同
地
で
戦
死

し
た
御
料
兵
差
図
役
下
役

「加
藤
覧
三
郎
」
と
い
う
人
物
も

い
る

（
「慶
応
兵
謀
秘
録
」
『改
訂
維
新
日
誌
』
第
六
巻
）
。
し
か
し
、
静
岡

市
駿
河
区

・
宝
台
院
別
院
に
建
て
ら
れ
て
い
る
、
伝
習
隊
な
ど
に
属

し
た

一
一
五
名
の
名
前
を
刻
ん
だ
旧
幕
府
軍
戦
死
者
墓
碑
に
は
、
四

月
二
三
日
没
の

「加
藤
賢
次
郎
」
の
名
前
が
あ
り
、
そ
の
名
に
間
違

い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

『旧
高
旧
領
取
調
帳
』
に
よ
れ
ば
、
加
藤
賢
次
郎
の
所
領
五
五
〇
石

は
、
相
模
国
大
住
郡

（現
平
塚
市

・
伊
勢
原
市

・
秦
野
市
）
の
五
か

村
に
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
加
藤
家
の
家
系
は
小
姓
組

・
書
院

番

・
小
納
戸
な
ど
を
つ
と
め
た
家
柄
だ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る

（
『新
訂

寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
十
三
、
三
六
頁
）
。
江
原
家
よ
り
も
家
格

・
職

歴

・
禄
高
と
も
ず

っ
と
上
で
あ

っ
た
。

賢
次
郎
の
父
と
思
わ
れ
る
加
藤
景
孝
は
、
明
治
政
府
に
出
仕
し
内

務
省
戸
籍
局
な
ど
に
勤
務
、
『茶
説
集
成
』
（明
治
七
年
、
沼
津
擁
万

堂
）
、
『製
茶

一
覧
』
（明
治
九
年
）
、
『蒔
絵

一
覧
』
（明
治
五
年
）
と
い
っ

た
著
作
を
世
に
出
し
た
。
外
国
奉
行

。
若
年
寄
な
ど
を
歴
任
し
た
元

旗
本
で
、
『茶
説
集
成
』
の
序
文
を
書

い
た
平
山
省
斎
は
、
景
孝
の
こ

と
を

「我
友
」
と
記
し
て
い
る
。
加
藤
家
の
跡
取
り
と
な

っ
た
元
吉

は
、
沼
津
か
ら
上
京
し
た
ら
し
く
、
明
治
二
三
年

（
一
八
九
〇
）
頃

に
は
東
京
赤
坂
区
青
山
南
町
に
住
ん
で
い
た

（
『静
岡
育
英
会
会
員
姓

名
録
』
）
。
元
吉
の
実
家
御
手
洗
家
と
は
、
大
砲
組
之
頭
と
し
て
万
年

千
秋
と
同
僚
だ

っ
た
御
手
洗
幹

一
郎
の
家
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る

が
、
確
証
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

（樋
口
雄
彦
）
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隋祓|:||:|||||1簸 夏休みイベントの結果 ～こんなことをしました～ :は赳晰辣

戦時中のくらしを体験しよう  平利を考える戦争史跡めぐり

．
・ヽ

中学 0高校生のための一日学芸員体験講座 8月 9日の実施 14人参加
「学芸員」という職業に関心のある市内の中学・高校生が参加しました。

午前中は、当館学芸員による講義「博物館と学芸員」を聴き、館内を見学しました。普段は見ることができ

ないバックヤードなども見ました。午後は、学芸員の指導のもと実技「資料の取り扱い方」に挑:1載 しました。

当館で所蔵している本物の資料を実際に扱う実技で、とでも緊張しながら真剣に取り組んでいました。

8月 8日③実施 28人参加

市内の小営4・ 5・ 6年生が参加し、tl`す1時中の話

を聞いてからすいとんを作つて食べました。

戦時中の話では、8召和20年 7月 17日の空襲で右足
の膝から下を失つた岩下さん (当時小学 1年生)が
どんな辛い思いをしたか、親や周囲の支えで生きて

これたことを感動的に語ってくれました。

すいとん作りは金岡地区のご婦人の協力のもと4
つのグループに分かれて、粉をねつたり、野菜を切つ

たり、薪をくべたりとみんな一生懸命にとりくみま

した。

8月 3日③実施 中学生 14人参加
8月 5日0実施 親子6組 14人参加

市内の各所に残る11'1:争史跡をバスで見学しました。

海軍技術研究所址碑 (第 3中学校付)E)を手始め

に震洋・海竜の格納壕 (江浦)、 海軍技術研究所の地

下工場跡 (多比)、 戦時疎開単園の建物 (我入道)、

高角砲部隊の弾薬庫 (中沢田)、 拓南神社 (足高)、

海軍工廠工員養成所跡碑 (神田町)などを見学して
きました。

参加者から|ま「沼津に戦争の跡がこんなに残ってい

ることを知らなかった」という感想が聞かれました。

会期 :8月 1日③～9月30日 (曰)

イベントの様子

▼

▲展示の様子
メンバーが来場

者に解説してい

ます。

企画展 スル ガの吉墳 ～高尾山古墳が語るもの～好評のうちに終了 !

当館のすぐ近くで発見された「高尾山

古墳」を中心に、周辺の古墳を紹介した

本展。「最古の古墳か ?」 という報道も

あり、みなさまの関心も高く、会期中

1′ 373人という多くの方にこ観覧いただき

ました。

また、企画展関連イベントとして、体

験講座「勾玉作り」、「子ども古墳教室」を

開催しました。どちらも小学生を対象と

して開催し、古墳について学びました。

企画展恒例となつておりますギヤラリー

トークは、会期中5回開催し、そのうち
4回を)召津市文化財センターの職員4名
が 1回ずつ担当し、 1回を博物館実習生

が担当しました。

ギャラリートークの様子

文化財センターの本村さんが

熱く解説しています。手前の

高尾山古墳の1/20ス ケールの

模型は館員の力作です。
「子ども古墳教室」の様子

文化財センターの池谷さんの案内で

高尾山古墳を見学しました。

写真展「沼津市民の戦争と生活1を開催しました
8月 11日ω・12日0の 2日間、
沼津西武連絡通路を会場に開催

しました。展示準備から展示作

業、会場での解説など、当館の
「戦争体験を記録する会」のメン

バーが主体となつて開催したも

のです。

12日0にはイベント「空襲体
験談を語る」を開催し、メンバー

である水野義彦さん、岩下佳子

さんが体験談を話しました。
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